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編集後記

編
集
後
記

　
昭
和
六
一
年
一
二
月
二
八
日
午
前
五
時
一
〇
分
、
青
柳
文
雄
先
生
が
急

性
心
不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
た
。
七
四
歳
で
あ
っ
た
．

　
法
学
研
究
編
集
委
員
会
に
お
い
て
は
．
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

た
め
、
追
悼
論
文
集
を
企
画
し
、
先
生
と
と
く
に
縁
の
深
か
っ
た
刑
事
法

専
攻
の
専
任
者
お
よ
び
研
究
者
・
実
務
家
の
方
々
に
執
筆
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
．
幸
に
も
大
方
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
こ
こ
に
八
編
の
論
稿
を
得

て
、
予
定
通
り
発
刊
の
運
び
に
至
っ
た
。

　
青
柳
先
生
は
、
昭
和
叫
○
年
法
学
部
法
律
学
科
を
御
卒
業
後
、
同
年
高

等
文
官
試
験
司
法
科
に
合
格
さ
れ
た
の
ち
、
検
察
官
、
最
高
裁
判
所
刑
事

局
事
務
官
、
最
高
裁
判
所
調
査
官
と
実
務
に
携
わ
ら
れ
、
そ
の
後
上
智
大

学
教
授
、
東
京
高
等
裁
判
所
判
事
を
勤
め
ら
れ
、
昭
和
四
七
年
か
ら
慶
慮

義
塾
大
学
法
学
部
教
授
ど
し
て
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
を
担
当
さ
れ
た
．
そ

の
間
、
昭
和
二
二
年
か
ら
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
刑
事
訴
訟
法
の
講
義
を

ご
担
当
さ
れ
て
い
る
．
法
学
部
を
退
か
れ
た
の
ち
、
弁
護
士
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
、
学
界
・
実
務
に
幅
広
く
幾
多
の
業
績
を
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
．

　
青
柳
先
生
は
、
「
刑
事
裁
判
と
国
民
性
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ラ
イ
フ
．

ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
先
生
が
戦
前
検
事
と
し

て
ご
在
任
中
、
目
本
人
が
簡
単
に
自
白
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
．
そ
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
実
務
経
験
を
ふ
ま

え
、
さ
ら
に
理
論
的
に
研
究
す
る
た
め
上
智
大
学
に
移
ら
れ
、
そ
こ
で
．

い
ろ
い
ろ
な
国
の
聖
職
者
の
方
々
と
接
す
る
機
会
を
得
ら
れ
て
、
国
に
よ

っ
て
「
法
」
や
「
裁
判
」
に
対
す
る
考
え
か
た
に
大
ぎ
く
違
い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
、
刑
事
司
法
全
般
に
わ
た
る
論
文
を
発
表
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
ご
研
究
は
六
冊
に
わ
た
る
論
文
集
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
先
生
は
、
豊
か
な
実
務
経
験
を
基
礎
と
し
て
、
刑
法
・
刑
事
訴
訟

法
に
お
け
る
広
範
か
つ
多
様
な
問
題
に
つ
い
て
．
実
務
的
視
点
に
た
っ
た

綿
密
な
理
論
的
解
釈
を
展
開
さ
れ
、
「
刑
法
通
論
1
・
H
」
、
「
五
訂
刑
事

訴
訟
法
通
論
上
・
下
」
、
「
日
本
刑
法
論
」
、
「
日
本
刑
事
訴
訟
法
論
」
を
著

わ
さ
れ
、
わ
が
国
の
刑
事
法
学
界
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ま
．
青
柳
先
生
が
、
帰
天
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
た
く
し
た
ち
に
と
っ

て
誠
に
愁
嘆
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
謹
み
て
、
こ
の
論
文
集
を
青

柳
先
生
の
ご
霊
前
に
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
御
協
力
い
た
だ
い
た
執
筆
者

各
位
に
対
し
衷
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
安
ら
か
に
眠
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

　
　
昭
和
六
三
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
編
集
委
員
会
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